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はじめに

近代社会 (modemsociety) において中心的存在であった国民文化 (national

culture)は政治的・経済的な優位性を持つ人々によって支配され伝統文化とし

て一般庶民へ継承されていった。そして何よりこれらの伝統的国民文化は、エ

リート主義的な傾向と保守的擁護という形で特徴付けられており「ハイ・カル

I 

チャーJと呼ばれ今日に至っている O また近代のハイ・カルチャーに見られる芸

術活動、特に特殊な才能がなければ持続的成功を収めることが出来ない文化的

ジャンルにおいては、以前は少数の天分のある者のみによって占められ、大衆が

その中に割り込むようなことはなかった九

しかしながら21世紀の現代国際社会において、ポピュラ}・カルチャー全盛の

時代を迎え、ハイ・カルチャーの形態が本質的に従来の形式を維持し、存続して

いくか否かはまさに議論の余地を残すところである。 Ortegay Gassetは、現代

の大衆はかつて少数者のためのみに留保されていたと思われる生活分野の大部分

※ 一橋大学大学院法学研究科講師
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1) 本稿では「大衆文化(マス・カルチャー)J と「民衆文化(ポピュラー・カル

チャー)Jとを互換性を持って使用している。
村井 忠政(1982)アメリカ大衆社会論研究
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と一致する活動範囲を持っており、少数者(上層階級)に服従もしなければ尊敬

もしなくなったと述べている九数的な増大により、大衆は発言力・購買力をつ

け、大量消費市場を背景に、文化的市場の基準を塗り替えていったのであるヘ

つまり大衆中心の社会、特に余暇活動においては階級の格差さえ見えにくくなっ

てきているヘ現にイギリスのサブ・カルチャーの動向をみると階級性の色の強

かった国でありながら、ポピュラー・カルチャーの中上流階級化(Gentrifica-

tion)が行なわれ、国家的戦略としての文化政策・文化計画と関連が深いと考え

られるのである。例をあげると、エリザベス女王の戴冠50周年を祝うロック・コ

ンサートが、 2002年6月3日、バッキンガム宮殿の中庭で開催されたコンサート

では、女王も着席しライブを見守った。コンサートに出演したのは、ポ}ル・

マッカートニ一、エルトン・ジョン、エリック・クラプトン、クリフ・リチヤー

ド、トム・ジョーンズ、ロッド・スチュワートなどであったが、彼らの多くが貴

族の称号を女王から受けているという事実であるヘ後で述べるが、この Gentri

ficationは、イギリスが歴史の中で繰り返してきたハイ・ソサエティによる「領

有jである O 川崎が述ベているように丈化における階級性は急急、速に薄くなりつつ

ある円

このことに関しては、単に文化形成の過程からの視点だけでなく、ポストモダ

ン的特性を持つグローパル化現象からも考察する必要がある O また、混同を回避

する意味で、二つの丈化形態を研究視点に導入し、現実の世界において人々が文

化と名付ける現象を分析することや、パワー・ポリティックスを踏えた考察も必

要であろう O そこで本稿では文化の定義を再認識する試みからはじめ、これまで

当然存在すると考えられているハイ(高級)・カルチャーとポピュラー(大衆)・

3) 寺田和夫翻訳 (2002)大衆の反逆中央公論社
4) ibid. 
5) Cross， G.， (1993)，ηmeandM口ney:The Making 01 C口問問erCulture， London 

Routledge， pp. 64-65 
6) Internet Magazine Beat 21 :女王陛下にひざまずいたロック・スターたち

http://www.beats21.com!ar/A02060401.ht凶よりヲ|用。

7) 川崎 賢一 (2002)r情報のグローパル化と国民文化・サブ・カルチャーJ小倉

充夫・梶田 孝道(編)国際社会 5 グローパル化と社会変動 東京大学出版
74頁
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カルチャー聞の境界を探りつつ疑問を投げかける。さらに、ハイ・カルチャーや

ポピュラー・カルチャーの形態存続にかかわる社会的要因や条件を、文化産業の

構造変化に沿って位置づけを試みたいと考えている O

E 文化の定義

多数の先行研究の中で述べられているように、恐らく「文化jという言葉は21

世紀の現代国際社会の中で最も定義づけを困難とする概念のひとつであろう。そ

こで先ず非常に簡単ではあるが、丈化の定義の再考を試みたい。

「文化J(culture) という言葉は語源的には、栽培、養殖(cultivation)、農業

(agriculture)育成する (cultivate) などの派生語に見られるように、育てるとい

う意味を持っていたが、 18世紀以降は、ヒューマニティにおける精神的・道徳的

な向上と結びついてオペラや丈学、絵画などのエリート的文化形態を独占的に意

味する概念となった。また、個人が教育を通じ洗練 (sophistication) されなけれ

ば、その個人が属する集団としての社会全体も洗練されない、という仮定から概

念として教養と文化は、一体として見られてきた経緯があり少なくとも欧米では

そうであったといえる。この貴族主義の文化定義を基盤に、ブルジョアジーや知

識階級が西欧近代的な丈化価値を擁護する目的から「大衆性」は卑下され他者と

してアイデンティファイされていたのである O 事実、産業革命がもたらした文化

的「無秩序」から労働者階級を救い出すという理論立てはまさに「文化=教養」

という定義が前提となっているヘこの論理においてはある社会の文化水準は個

人レベルの教養と正比例することになり、水準の高低における価値観が重要なも

のになる。この定義においては、一般大衆のために商業目的で作り出される、テ

レビや雑誌、ハリウッド映画などの大衆文化とは完全に切り離されていった。西

欧のエリート丈化の伝統を擁護する目的からアメリカ的な大衆文化の侵入を批判

したスクルーテイニ一派などはこの見地の代表的存在といえよう o Mathew Ar 

noldにせよ、スクルーテイニー派にせよ、彼らの批判論点は「文化jの大衆化

に対抗したものであり、少なからず本質主義的9)な視点からの文化擁護10)であっ

8) Arnold， M. (1994)， Culture側 dA叩 γ'chy，Yale University Press 
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た。

人類学的な定義を見ると、もう少し包括的に文化を捉えていることが分かる O

例えば、 E.B. Tylorによると、文化あるいは文明とは、民俗誌学的な見地からい

うと、社会の構成員としての人間によって習得された知識、信条、芸術、法、道

徳、慣習や、他のいろいろな能力や習性を含む複雑な総体であると定義している。

また、マルクス主義的な視点から文化を分析すると、「人類史を通して蓄積され

てきたあらゆる知識と技術の総和であり……国家や階級や……歴史上の人物の技

術と知識が結合してできたものjであり、中立的な概念ではなく、歴史的・個別

的・イデオロギー的概念である1九さらに RaymondWilliamsによると、文化と

は芸術や学問のみならず、ありふれた行動においである意味が表現される体系で

ある凶としている O 彼は、丈化、言語、意味論を結びつける形で再定義を試みた。

この文化定義が一般的には現在も根強いのではないだろうか。

しかしながら、最近のカルチュラル・スタディーズにおける研究動向をみると、

Williamsのように丈化(意味、信条、言語)を経済的・社会的な条件における反

映的な見方をするのではなく、文化そのものが創造する社会的な関係(ジェン

ダー、親子などの家族関係)や、経済的関係(産業と芸術、ピジネスとエコロ

ジ一等)などの視点を踏まえた研究を重視する傾向にある。またこういった分野

ではひとつの「意味」がどのような形で生成され、いかなる集団によって共有さ

れ、異なる価値観を有する集団同士が衝突する際どのような現象が生じるか、な

どに主眼を置いて研究がなされている。言い換えると文化を研究するということ

は、「意味Jの構築と流通の過程を明らかにしていくことなのである。このカル

チュラル・スタデイーズは社会的関係や慣行における象徴的役割のみに焦点を当

てるだけではなく、文化自体がアイデンティティや尊厳、そして物的資源などに

おいて政治的な闘争 (politicalst四回le) の場となりつつある点に着眼している。

9) 社会的属性(アイデンテイティ)を持つものに共通した、自然的かつ生物学・生理
学的な特性を見出すことが出来るという主張。「日本人に流れている血」などの表
現はこのような本質主義的な視点である。

10) 吉見俊哉 (2003)カルチュラル・ターン、文化の政治学へ 人文書院 p.14
11) スウイングウッド(1982) 大衆文化の神話創元社 48頁
12) Williams， R.， (1961)， The Long Revolution， Chatto and Windus， p. 57 
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事実、 CornelWest等自らを culturalleftと呼ぶ研究者たちは、ヒューマニティに

おいて、支配的な地位と被支配的な地位という構造に挑むことを主目的とし、西

洋文化を中心心、に研究を行つている凶

文化を考える上でで、、もう一つ考慮に入れるべき視点は対極性である。川崎によ

ると、前近代社会から近代社会への移行に伴って、政治的な権力が中央集権化に

よる二組の文化的指標が成立した。一つの軸は national 国民文化)vS.local 

(ローカル文化)であり、もう一つは main 中心文化)vs. sub (下位丈化)であ

る凶。当然のことながら、近代社会までは、ハイ・カルチャーは国民丈化で中心

文化としての範轄に属し、ポピュラー・カルチャーはローカル文化で下位文化の

範障に属していた。しかし、グローパル化が進行する現在において国民国家の境

界線がはっきりしなくなったことに伴い、こういったこ極性は揺らぎを見せてい

るといえる O つまり大衆が台頭し、情報がグローパル化されるに従ってこれらの

文化形態の指標は場所や関係者、消費する側によって逆転するケースも見受けら

れる O ハイ.カルチヤ一もグロ一パル市場に対応応、するこ主が出来た文化ジヤンル

(グロ一パル.カルチヤ一)は全て通俗化(ゆpopu叫ua但r包a抗tion叫1リ)されポピユラ一.カ

ルチヤ一となつている。

それでは、本稿で取り上げているハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャー

とその二極性は現代国際社会ではどのように構築され、流通されているのであろ

うか。

皿 ポピュラーカルチャ}と現代社会

ポピュラー・カルチャーの研究は、日常性の研究旧であるゆえ重要で、あるとい

える。 DavidBradleyは小説の中で、あらゆる社会を理解する鍵は些細で日常的

なことの観察や分析にあると述べている 16)。加えて、 Williamsによれば文化とは

13) Comel West (1990)， 'The New Cultural Politics of Difference' in Lemert， C.， (1993)， 
Soci日1Theory: The Multicultur，αlαnd ClαSStCαIReαdings， Colorado: Westview 
Press， pp. 577-589 

14) 川崎 賢一 (2002)r情報のグローバル化と国民文化・サブ・カルチャー」小倉
充夫・梶田 孝道(編)国際社会 5 グローバル化と社会変動 東京大学出版
63貰 64頁
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一般庶民に共有され認知されるものである。

「自らの文化に対する問いは、自らの一般的で共通する目的に対する問い

である。さらに個人の価値観への問いで、もある。文化というものはどの社会

においても、誰のd心L心、においても平凡なものでで、あるJ17口7

ポピユラ一.カルチャーは現代社会を理解することにおいて重要な役割を持っ

ている O 実際にある特定の社会を反映するのは「あらゆる階層の人々が分かち合

い参加する凶」こういった大衆が主体になる丈化であると考えられるからである

し、その社会でどのような人々が何を葛藤の対象に私生活を営んで、いるかは、か

れらの消費財の研究が明らかにしてくれるからである。ポピュラー・カルチャー

は、少なくとも意味論的には民俗文化やハイ・カルチャーといった文化の範障か

らは区別できるだろう O 例えば、民俗文化(folkculture) は人が作り出すもので

ある一方、ポピュラー・カルチャーは人が購買するものといったようにその文化

行動において分類することが可能である O 実際に、この消費行動自体は、現在わ

れわれが生活している「資本主義経済における余暇産業の中心的な働き JI9lt 

なっている O またポピュラー・カルチャーは「高学歴のエリートだけに消費され

るJ叩)ハイ・カルチャーと対比される。ところが、日本でハイ・カルチャーと呼

ばれるものには必ず儀礼・伝統という概念が付随し、茶道・華道(仏教)をはじ

15) 日常性の研究に関しては、初瀬 龍平が「日常性と国際関係J(日本国際政治学会
編・国際政治 Vol.129，国際政治と文化研究・ 2002年2月号 29頁-43頁)の中で、
社会的構造、国際情勢の変化とともに生じる、日常性と非日常性の転換やバランス、
正当性などについて詳しく述べている。ただし、興味深いのはサブ・カルチャー自
体社会的な認知を受けながらも、日本においてサブ・カルチャーの大手書庖の書棚
といえば犯罪、異常心理などむしろ非日常的な世界を取り上げた書籍が並べられて
いるのも事実である。成美弘至 (2002)Iサブ・カルチャー」吉見俊哉(編)
知の教科書 カルチユラル・スタディーズ 96頁

16) Lemert， C.， (1993)， Social Theory: The Multicultuγαtαnd Clω幻 CαlReadings， 
Colorado: Westview Press， p. 2 

17) W出iams，R.， (1958)，‘Culture is Ordinary'泊 Gray，A.， et al ed.， 1997 Studying Cul-
ture:αηIntγoductory Reαdeγ， London: Edward Amold， p. 6 

18) Horwood， 1.， (1999)，‘Analyzing American Popular Culture'， School of Intemational 
Education: The University College ofRipon & York. St. John: p.1 

19) Maltby， R.， ed.， (1994)， Populαγ Culture in the Tw叩 tiethC開 tury，London 
Grange: p.1 

20) Horwood， 1.， (1999)，‘Analyzing American Popular Culture'， School of Interτlational 
Education: The University College of Ripon & York. St. John: p. 4 
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め相撲(神道)や歌舞伎に共通するように宗教的伝統を継承した表象形態を観察

することが出来る。ただι、ずしもエリート階級や知識階級のみに消費される文化

というわけで、はなかった。

さらに Horwoodはポピュラー・カルチャーを非階級的、大量消費型でありな

がらも決して子供踊しではない2])と定義づけている O

「ポピュラー・カルチャーがエリート知識階級を含む殆ど全てのものに

よって消費対象になる一方、ハイ・カルチャーはエリート知識階級のみに

よって消費される。例えばオペラはハイ・カルチャーの丈化形態であるとい

えるであろう O 実演中に字幕スーパーを導入し大衆へのアピールを盛んに

行っているにも拘らず、定期的にオペラを楽しんでいる人口の比率は低い。

またこれら少数派は平均的に他の人口と比較して教育水準が高いという統計

もある O 従ってオペラはエリート階級の領域であろうし、定義的に見てポ

ピュラー・カルチャーではありえない。対照的に最新のハリウッド映画作品

といえば、社会的・教育的な背景を問わず圧倒的大多数の人々によって楽し

まれている。j22l

同様なことがロック・ミュージックにもブロード・ウェイにも当てはまるので

はないだろうか。子供だけでなく、大人が楽しめリピーターの多いディズニーラ

ンドなどのアミューズメントパークも例タトではない。ポピュラー・カルチャーに

共通していえる特徴は、均一化された製品で、理解しやすく、現実逃避的で非日

常的な性向を持っているということである。

ポピュラー・カルチャーを研究することはある意味、若者丈化を研究すること

にもつながる。 StuartHallとTonyJeffersod3lによると、「若者Jは戦後の社会変

化を表象する最も目に見えやすいシンボルとなり、彼らについては階級と世代の

両面からの研究が必要である。二つの文化形態の関係は相互変容過程であるとい

える。つまり「ハイ(高級)J と「ポピュラー(大衆)J という言語的表象 (ver

21) ibid. 
22) ibid. 
23) Hall， S. and Jefferson， T. eds.， (1975)， Resistαηce through Rituαls， London: Rout 

ledgeの中で、若者文化論を構造的視点からだけでなく、階級論的視点を導入する
ことでカルチュラル・スタディーズの学識的スタンスを示したといわれている。
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bal representation) にあるように不均衡な力関係を前提にしているにもかかわら

ず、決して一方的な支配・被支配の関係ではなく、混交過程において両者間にお

ける領有 (appropriation)が生じる判。歴史的な視点から見ると、支配者階級に

よる領有により大衆文化が政治的・経済的理由から非大衆化が行われていった過

程が見て取れる。フランクフルト学派が権力の構築は絶対的なものであることを

前提にしている一方、最近の研究ではポピュラー・カルチャーの消費者がより能

動的な役割を果たしていることが分かつてきている。つまり、ポピュラー・カル

チャーもハイ・カルチャーとのヘゲモニックな文化の関係として捉えるべきであ

るO

また Hallはハイ・カルチャーとそしてポピュラー・カルチャーの両者がそ

ろって、ある「時代j251を象徴すると指摘する。そこには、その時代においてこ

れら二つの丈化の区分けが固定されていないという意味を含む。その上ある特定

の文化形態をハイ・カルチャーと考えられるかポピュラー・カルチャーと考える

かは、個人によって異なる場合がある。言い換えれば、これら二つの文化を区別

することは容易ではないし多くの矛盾を含むことになる。

従って次章ではハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの聞に存在する明

らかな特徴を検討し、その特徴の妥当性を考察し、これら二つの文化形態を区別

するに至った経緯を解明したい。そして古典演劇やクラシック音楽、オペラと

いったハイ・カルチャーと考えられている特定の文化形態のいくつかを取り上げ、

ヘゲモニ一目)の転換と領有という二つの観点から分析を試みてみた。

24) 本橋哲也 (2002)カルチュラル・スタデイーズへの招待 大修館書庖 pp.30-31 
この著の中で本橋は「領有」を支配者的立場にいる者が先住民の知や文化を搾取

する場合とその逆に被支配者が支配者の言語や習慣を利用する二通りがあることを
示唆しており、これをハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの関係に照合す
るとこれらの文化形態の関係は相互変容であると仮定できる。

25) Hall， S.， ed. (1997)， Represent団tion:Cultur，αl R，句 γ'esent，αtionsαndSigη仰向

Pγnctices， The Open University， London: Sage: p， 2 
26) ヘゲモニーとは一般的には国家などの社会的集団が他の集団を支配することを意味

するが、カルチユラル・スタディーズにおいてはマルクス主義者のアントニオ・グ
ラムシが「獄中ノート」で、語ったブルジョア階級による労働階級への支配権を意味
する。このことは文化活動にも適用され、ハイ・カルチャーとポピュラー・カル
チャーの関係においてもある意味同意に基づいて共存している相互的な関係である
とも言えるのである。
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町 ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの境界にみ

る定着性と流動性

Durkheirnは、 TheCultural Logic 01 CollectivθRep何回ntαtionsの中で、社会

生活において共有されている「意味Jを理解するために適切な要素と不適切な要

素を構成するものは何であるかを探求する必要性を説いている2九そもそもハ

イ・カルチャーは、「優越したJIエリート層所有のJI神聖なJI伝統的なjと

いった形容調を伴って、その「意味論的ネットワーク (SemanticNetwork)却)J 

を形成している。ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの区別は、分類シ

ステム (classificationsystem)四)によって生成されたのだが、単に均等に二分さ

れている訳ではない。このポストモダン的な現象却)では、殆ど全ての場合、一方

は肯定的で他方が否定的であるため、差別的な要因となる差異が存在する。上記

で述べたように、かつて丈化的水準を求めていた時代には IC叫tureJ という言

葉は伝統的に「高級文化(ハイ・カルチャー)Jを意味していた。即ち当時の社

会で「最良のものと考えられ語り継がれたものjであった。つまり「文化Jとは

文学、絵画、音楽等の古典作品や教養としての哲学そのものと同義語であった3九

一方こうした枠組みの中で、ポピュラー・カルチャーは必然的に低級かつ粗悪な

ものと位置づけられていた。つまりポピュラー・カルチャーはハイ・カルチャ一

的言説の枠組みでは周縁に追いやられてきたのである o HaUは、「これらの言葉

は概して、ハイ=良い、ポピュラー=卑しいというように強烈に評価的な説示を

27) Durkheim， E" (1979)凶 Lemert，C" (1993)， Sociαl Theoゅ TheMulticulturalαηd 
Clαss~cαlReαd加gs ， Colorado: Westview Press， pp， 98-108 

28) Du Gay， p" et al (1997)， Doi吋 CultuγαlStudies: The Story ojthe Sony Walkman， 
、 TheOpen University， London: Sage: p， 15 

29) Woodward， K" (1997)， IdeηtityαηdD切'erence，The Open University， London : 
Sage: p.29 

30) ポストモダニストの一人 BaumanはPostmodernityαηdltsDiscoηtentsの中でー
現代社会で、は勝者と敗者に二分割されることを示唆している。彼の言う現代社会込
は、人も物もアイデンテイティの共有性を失い、個人化が促進される中で三極化が
進む。 Bauman，Z" 1997， Postmodernityαnd Its Disconte叫 s，Cambridge: Polity 

31) Hall， S.， ed， (1997)， Represeηtαtωn: Cultuγαl Represenωti口nsαηdSigηifyiηg 
Pr，αctices， The Open University， London: Sage p. 2 
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持つoj321と述べている。過去においてポピュラー・カルチャーは文化として取り

上げられず、 sub-cultureとしてのみ取り扱われてきた経緯がある O

ところで sub-cultureという言葉は、欧米と日本では、定義に微妙なずれがあ

る。日本ではいわゆる「サブカルjと称されて、マンガ、アニメ、コンピュータ

ゲーム、テレビ、大衆音楽や大衆小説、娯楽映画、雑誌など娯楽性・現実逃避

性・仮想現実性の高いメディア文化やその消費者に対して用いられている。成美

(2002) によると、 80年代以降ポストモダン文化論の影響から、大衆文化を以前

に比較すると高く評価し、高度消費社会へ突入していったのである O 日本におい

ては教育の場でマンガやロック音楽が取り上げられるようになったことを考意に

入れると、サブ・カルチ千ーは多様な歴史観を抱え込み、比較的肯定的に捉えら

れてきたことが特徴として挙げられるお)。最近の報告ではアニメやキャラクター

商品などの文化産業における対米輸出額で鉄鋼産業の 4倍にも成長を遂げてい

る判。このサブ・カルチャーへの寛容を見る限り、日本においてはサブ・カル

チャー=支配的文化に対する抵抗という図式は当てはまらないようである。

これに対し欧米におけるサブ・カルチャーの捉え方は、大衆文化やメディアそ

のものより、「下位集団」を意味し、ストリート・チルドレン、不良少年、ホー

ムレス、ギヤング集団、ゲイといったアウトサイダーを指す。また、脱社会的集

団を意味するが故、その価値観、信条、行動様式、服装、言葉遣いやジェス

チャーなどの言語・非言語的な表象もサブ・カルチヤ一に含まれることになる3制5引)

Wi山11血liamsは、一般的な定義で「ポップJに最も近い意味の「民衆・大衆」とい

32) ibid. 
33) 成美弘至 (2002)Iサブ・カルチャーJ吉見俊哉(編)知の教科書 カルチユ

ラル・スタデイーズ 93頁 94頁
34) 藤本 隆宏(著)能力構築競争 (2003) 中公新書の書評として青木 昌彦が2003

年8月3日の朝日新聞14頁で紹介している一部から引用。この中で、藤本はアニメ
やキャラクター商品などをモジュラー型・書き込みやすい媒体として紹介している。

35) ibid. pp. 96-97また成美は同著の中で、このサブ・カルチャーの定義における違い
が日本と欧米での研究対象の相違に反映されていると述べている。つまり日本では
サブ・カルチャー研究の系譜はメディア文化そのものへの関心が強く、記号論等に
よる言説分析が中心となるが、欧米では文献やフィールドワークを通じて小集団を
調査する研究が主流となっている。例を挙げると日本ではマンガの評論、特定のマ
ンガ家や作品の分析もサブ・カルチャーの研究分野として捉えられているが、英国

ではむしろメディア文化研究の範騰に入る。 Ibid
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う言葉が労働者階級やプロレタリア階級を連想させる制と述べている。

「ポピュラー・カルチャーは当事者ではなく他者によって認識された。そし

て今も二つの古い意味を含有する。一つは下級の文化(例えば大衆文学や一

般誌と区別される大衆誌)であり、もう一つは故意に人気を得るための文化

(民主的ジャーナリズムと区別される大衆ジャーナリズムや大衆向けエン

ターテイメント)である。j訂)

その上、こうしたハイ・カルチャーと大衆文化の区別はGledhillによれば「現

実」の家長制度的言説 (patriarchaldiscourse) から出現したと論じている O

Gledhillは以下のように図式化している羽)。

大衆文化/エンターテイメント

ポピュラージャンルの会話

空想的な固定観念

魅惑

感情

表現力豊かな演出

感情の語り

ファンタジー(幻想)

現実逃避

家庭への愛着

快楽

メロドラマ

ハイ・カルチャー/芸術

現実主義

洗練された心理描写

厳格

聞キ目
"1.:<"也、

控えめな表現

寡黙、断固たる行動

現実

折衝

公共社会

困難

西部劇

Gledhillは、全てのポピュラー(大衆)文化形態はハイ・カルチャーの視点か

ら観察した場合にはこのような ClassificationSystemsによる大別の中では

「劣ったjものにならざるを得ないし、こういった現実主義的な見解は男性的言

説で特徴付けられたものである、と結論づけている制。したがって、一方的にあ

36) Williams， R.， (1983)， Keywoγds: A Vocαbulary 01 Culture and Society， London 
Sag巴， p. 196 

37) ibid， p. 237 
38) Hall， S. ed(l997)， Representαti叩 : Cultural Representαtions and Signifying 

Pγαctices， The Open University， London: Sage p. 349 
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る文化的現象を称賛する場合「高(lUgh)Jという言葉が示すように、他方一つ

まりポピュラー・カルチャーは、必然的かっ反発的に軽蔑的な暗示的意味を含ん

で低い地位に追いやられてしまうことになる。しかしながら Gledhillはこの理論

体系が「厳格な対立関係におかれている訳ではなく、互いの変動性や緊張した関

係の中で存在している。J40)とも提言している。この提言の中で、ハイ・カル

チャーと大衆文化(ポピュラー・カルチャー)の区別は固定された関係というよ

りも絶えず流動的な関係であるということが示されたことは注目すべきことでは

ないだろうか。言い換えれば、ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの聞

には支配権をめぐる力学が働いているということである。これはまさに、民衆か

らの「心情的な支持」や'F共犯的利害関心jといった下から上を働くヘゲモニッ

クな作用である41)がゆえ、カルチュラル・スタディーズ (CS)が研究の中軸をな

す分野である O

「ある社会集団が育んできた日常的慣習(ハピトウス)が異なる力の浸食

を受けることで、文化がもはや自然なものではなく、むしろそれ自体が政治

的な問題としてクローズアップされていた。だからこそ CSはそういった文

化の政治をオルタナテイヴな可能性に向けて問い返していったのだ。ここに

おいて、文化とは同質性ではなく異質性であり、統合であるよりも抗争であ

る。さまざまな異なる場からの実践が文化として絡みあい、多重的にぶつか

り合い、ヘゲモニーが打ち立てられている。逆にいえば、そのような抗争的

で不均質な文化を記述していくのに CSは優れた武器となろう。J42)

さらに、現代社会における大衆文化(ポピュラー・カルチャー)は必ずしもハ

イ・カルチャーや伝統文化に劣るものではない。例えば Shilsは、 19世紀社会で

は非常に迷信が多く美学的にも倫理的にも学術的にも個々の文化形態の質を判断

する方法など存在し得なかった43)と主張しているO その意味では、文化形態が伝

39) ibid. 
40) ibid. 
41) 山口誠 (2002)吉見俊哉(編) (2002)知の教科書カルチュラル・スタ

デイーズ講談社 キーワード解説から引用 235頁
42) 吉見俊哉(編) (2002)知の教科書 カルチュラル・スタデイーズ講談社 18

頁
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統的であるということが必ずしも高い品質を持ったものであるとは限らないので

ある。また数少ない丈化的・宗教的エリートや富裕層によって占有されたハイ・

カルチヤ}の形態は民主主義と産業主義が浸透するようになってからは大衆の手

の届くものとなりえた制)。このことに対し恐怖を抱いた本質主義的な論点を

Shilsは批判しているのである。こういった事柄を考慮に入れるとハイ・カル

チャーがポピュラー・カルチャーと比較した際に議論に持ち出される「神聖性」

や「優位性Jといった価値観は立証できるものでも、信頼性の高いものでもない

のではなかろうか。

実際のところ、ポピュラー・カルチャーに対する批判の多くは世界各地の様々

な伝統文化は「主にアメリカからやって来た校滑な商業とメディアが生み出す製

品によって打撃を受け存在を失いつつある時)Jという文化帝国主義 (culturalim-

perialism)的な言説から出現したものである。また、貴族主義的研究者であった

Ortegaにとっては、古典的文化は道徳観が低く俗化しきった大衆によって脅か

されている46)、ということになる O さらに T.S.Eliotもまた大衆による文化均一

化現象の脅威から丈化的伝統を守っていくべきである、と主張している4九つま

り大衆文化の批判者たちには現在の文化を過去のハイ・カルチャーや民俗文化の

堕落した形態として捉えているという共通点があると言うことが出来る O

また文化帝国主義のもうーつの論点として、知識や情報の流通における地域不

均衡があげられる O つまり、欧米の先進国と発展途上国の聞には情報量と速度に

ずれがあり、欧米型の知識や理解は特権的で優勢的支配の地位にあるというもの

である o Edward Said はCultureαnd Imperialismの中で、この論点について述

43) 村井忠政(1982)アメリカ大衆社会論研究杉山書庖 p.88

44) Ortegaの眼には大衆文化の台頭は野蛮な連中による文化の侵略と映った。村井に
よると、確かに新しく市場に登場してきたこれらの人々の文化的な水準がそれまで
市場を独占していた文化的エリートのそれより、低かったことは否定できない事実
ではあるが、かつては了握りの特権階級に独占されていた文化が大衆に解放された
という事実には意義を認める必要があるとしている。村井 忠政(1982)アメリカ
大衆社会論研究杉山書庖 89頁より 51用。

45) Tunstall， J.， (1977)， The MediαAγeAmericaκLondon: Constable and Co. D. 5町7 
4必船6ω) Cross， G.， (凹1ω99悶3め)， T:れ1m附 θαη耐dM飾Oη叩 Th加eM，仇α仇η旬gQザf‘Cα口n悶S1側4川m川仰?押mηze俳γC印uωu伽tれωu仰4γ眠e久，f1ユ土11iL4心刷O町叩n附1

Routledge， p. 48 
47) ibid. p. 59 
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べており、欧米型の知識・情報・文化に関する優勢性は経済性の優勢性としても

理解されているのである O この見地から議論を展開する研究は東南アジア、中国、

アフリカ、ラテン・アメリカ、中東といった歴史的に欧米の歴史観や知識システ

ムによって周縁に追いやられ無視され続けて来た側からの声として取り上げられ

ている。

この丈化帝国主義的見解は丈化のグローパリゼーションの進行が続く現代社会

においてローカル・カルチャーのアイデンテイテイ構築に与えている影響は大き

い。これはいうまでもなくローカル・アイデンテイテイが歴史の共有性を基盤に

しつつ表象を作り上げているからであり、所謂「他者」からの影響に対して反発

的な立場をとる際の理論的な後ろ盾になるからである。

しかしながらハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの区分は「伝統

(heritage) Jという概念をいかに捉えるかによってかなり違ってくる。つまりこ

れら二つの文化形態の論点は伝統とその保持の解釈法に帰依するところが大きい

ということである。例えばイギリスの場合、伝統解釈において分けて二つの見解

が存在している O 一つは伝統を政治的・経済的エリート層によるトップ・ダウン

的な文化的ヘゲモニーとして捉える考え方であり、他方は伝統をある特定の時代

における社会的、経済的、文化的な現象として捉える考え方である o Wrightは

歴史的関心や自然の美・山水の美から生じてきた言説が歴史や社会のブルジヨア

ジー的解釈を生み出してきたと述べている。このことが理由で伝統を保持するこ

とを目的とする圧力団体がしばしば郊外に点在する大邸宅 (countryhouse) を

指して国家的精神であると主張しているのである岨)。もう一方の議論では、イギ

リス園内における伝統への熱狂的なブームに対し、 Samuelは「危機にある伝

統jというのは1950年代の近代化に対する反発であるという可能性を示唆し491

Wrightの文化的ヘゲモニーの限定的な見解を緩和した立場をとっている。

WrightとSamuelの見解で決定的に違うのは、 Wrightのトップ・ダウン的な伝

統産業 (heritageindustry) の解釈に対し Samuelが修正案としてではあるがボ

48) Thompson， K. ed， (1997)， Mediααnd Cultuγα1 Regul団tion，The Open University， 

London: Sage， p. 26 
49) Samuel， R.， (1994)， TheωγesofMem時， London: Verso 
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トム・アップの文化的変容を示していることにあり、最近の伝統への人気は社会

階級的なアイデンテイテイからの逃避的な試みであると結論付けている田)。言い

換えると、伝統文化は国家的アイデンテイティの保持に深く関心をもっ経済的・

政治的エリートたちのノスタルジックな保守的見解を反映したものであると主張

する Wrightに対し、 Samuelの伝統文化解釈は、「公共的晴好における公共的姿

勢と公共的決意J511というように大衆の志向をも考慮に入れた視点が取り入れら

れた解釈となっている O したがって Samuelにとっての「伝統」とは、大衆化、

近代化、画一化といった丈化的現象に対する古典芸術・伝統文化からの公共的抵

抗勢力の復興なのである問。

Samuelの伝統に関する解釈が恐らくは妥当であろうという、一つの具体例を

挙げることが出来る。今日のグローパル経済においては、伝統の保持に関して支

配的階級と被支配的階級の両者間の共通した関心に相互依存しているという事実

を考えなければならないであろう。例えばイギリスのナショナル・トラストなど

は世界規模でその商業的活動を拡大している。日本とイギリスの両国における活

動資金を調達する目的で日本の消費者を対象とした雑貨品販売のサテライト

ショップがデパートを中心に行われている。そのうちの一つの広告をみると、

「日本で英国ザ・ナショナル・トラストのショップが初めてオープンした

のは、 1992年のこと。居内には英国テイストのやさしい感じの生活雑貨や

ウェアが沢山あって、とっても楽しい雰囲気のショップの登場です。今では、

これらのギフト・ショップの他、日本各地に英国ザ・ナショナル・トラス

ト・グッズをコーナーで取り扱うお居があります。

楽しいショッピングが英国と日本のナショナル・トラストのより良い環境

を守ろうという活動を、「その収益の一部で支援する」というシステムも特

色の一つです。ひとつひとつのグッズに託された『自然と歴史的環境を大切

にしようJというメッセージが、ひとりでも多くの方に届くことを、私たち

切) ibid 
51) Samuelの原文では‘publicattitudes and resolutions in public taste'となっている。

Samuel， R.， (1994)， Theαtres of Memory， London: Verso， p. 307 
52) Thompson， K. ed， (1997)， Mediααηd Cultural Regulαtioη， The Open University， 

London: Sage，p.30 
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はいつも楽しみにしていますoJ53)

とある O こういったギフト・ショップでの(伝統丈化)販売活動を通じてナ

ショナル・トラストは経営の地域への分散化戦略を展開させている。これこそ伝

統を商品化した文化産業日)なのである。消費行動に焦点を当てると、伝統文化と

ポピュラー・カルチャーの関係は相互的であるといっても過言ではない。という

のも、ナショナル・トラストの営業活動は雑貨品目における大衆の関心や彼らの

日常生活スタイルのニーズに依存しているからである。またライフ・スタイリン

グ5叶こよる多様な製品開発はナショナル・トラストの大衆をひきつけるための企

業努力であるといえよう。自分のライフスタイルに合致したナショナル・トラス

トの製品を手にした消費者は、イギリスの伝統の保護という言語的・非言語的表

象を購買しただけではなく、ボランティア活動の一端を担うアイデンテイティも

獲得することになる。

V ハイ・カルチャーの歴史的コンテクスト

上記で述べてきたように、ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの境界

の不明瞭性や相互依存性が様々な理論によって証明されていることが理解できる。

ここではハイ・カルチャーの形態が如何に形成されてきたかという歴史的な過程

について考察を加え、ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの領域を改め

て検証する必要性があるだろう。例として古典的舞台芸術、クラシック音楽、オ

ペラ、相撲などハイ・カルチャー形態のいくつかに焦点を絞ってハイ・カル

チャーとポピュラー・カルチャーの境界について述べてみようと思う。

53) N.T.Eジャパンクラブのホームページより引用。 http・Ilwww3.withnet.ne.jp/ntejc/
shop.htm 

54) 吉見によると、文化産業は元々アドルノとホルクハイマーの「啓蒙の弁証法J
(1947)で現代の文化生産に関わる根本的問題として提起されたものである。映画、
ラジオ、雑誌、テレビなどのマスメディアからなる複合的システムであり、均一化
された商品が生産される。しかしアドルノ等のこういった見地は CSが焦点を当て
る文化消費における意味生成的な側面を欠落させたものであり限界があるとしてい
るO 吉見俊哉(編) (2002)知の教科書 カルチュラル・スタディーズ講談社
234頁からの引用。

55) Du Gay， P.， et al (1997) Doing Cultural Studies: The Story of the Sony Walkman， The 
upen Dniv巴rsity，London: Sage p. 65 
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先ず、ハイ・カルチャーの起源は大衆文化・ポピュラー・カルチャーであった

という事実に注目したい。これは言うまでもなく文化が形成される初期段階から

ハイ・カルチャーというものが現実的に存在しないという議論である。

.シェイクスピア作品……シェイクスピアの演劇作品はそもそも一般市民のため

に書かれたものであった。 16世紀半ばから 17世紀に至る時代は舞台芸術の「黄金

時代」であったといわれている。そして演劇は当時の大衆が自分たちの現実を映

し出してくれるバーチヤル・リアリティとしての数少ないエンターテイメントの

一つであった日)。換言すれば、特定の丈化形態において物語の主人公に感情移入

し自己を同化するという点で、現代社会においてシミュレーシヨンゲームに没頭

するパソコンゲーム・プレイヤーとシェイクスピア作品の演劇を鑑賞する者にさ

ほど変わりはない57)0 Mike Cummingsは「シェイクスピアの作品は本来グロ)ブ

座のような舞台で上演するために創作されたものであり、読書鑑賞のために書か

れたものではない。いったん上演が開始されると、あらゆる社会階層、職業の市

民が劇場に通った」と報告している則。つまり現在では[丈学jとして読まれる

シェイクスピアの作品も初期段階ではポピュラー・カルチャーであった。

.歌舞伎……日本の歌舞伎についても同様で、現在と比較すると遥かに多くの一

般大衆の娯楽であったということが出来る。戦国時代後、平和を取り戻した京都

には、各地から女主人の団体が押し寄せた。現在の歌舞伎で女性が登場すること

はないが、当時念仏踊りをもって登場した「出雲の阿国」という女座が、「歌舞

伎踊り」というもので一斉を風廃する。その人気の理由は、その歌舞の中に一種

の好色的な劇的要素が芽生えており、客の求めに応じ、掘を売る事を辞さなかっ

た為である O 地方を回り歩く遊女でもあった阿国は、やがて大名をパトロンにつ

けるようになり、幕府はこれに規制をかけるため1942年に禁止令を出した。

56) 上野美子『演劇の黄金時代は、シェイクスピアを生み、民衆と宮廷は熱狂したJ世
界の文学:創刊号、朝日新聞社(編)1999年7月18日号<2-006頁〉 シェイクス
ピアやラシーヌが活躍した16-17世紀のヨーロツノ~ r演劇の黄金期」といわれた時
代の息吹と熱狂を著者が再現している。

57) Ibid 

58) Cummings， M.， (2003)，‘Bibliography of Shakespeare' May 2003: http://sites.miero-
link.netlzekscrablbiography.html 
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「初期の歌舞伎は今日鑑賞されているものとはかなり異なっており、合唱

形式を採る舞踊であった。またそのメンバーの殆どが女性たちによる構成で

あった。……17世紀最後の四半世紀は日本では町人文化のルネッサンスであ

り歌舞伎は一般市民の舞台娯楽の主たる形態であった。J日)

舞台芸術としての歌舞伎は当時の商人たちによって育成されていった。彼らが江

戸時代における「士農工商jでいう最下階級に属していたことから、歌舞伎自体

は社会的に劣等であると考えられていたのである。すなわち初期の歌舞伎は大衆

の娯楽芸能であり、現在のように日本を代表する家柄を問う格式的なものや一流

の伝統芸能的なハイ・カルチャーと Lて扱われてきたわけではない。

・クラシック音楽H ・H ・c凶gHellerJl:、すべてのクラシック音楽の作品は誕生当

時いわゆる「コンテンポラリ←」であったと説明している刷。当然クラシック音

楽と現代のロック音楽にはアーテイストたちが自分たちの音楽活動をいかにコー

ディネートしていくか、などの因習的相違点はあるにせよ、基本的な概念や作曲

へ向けるモチベーシヨンに関しては両者に共通点を見出すことが出来る6~クラ

シック音楽の作曲家たちは、現在のロックミュージシャンと同様、自己表現を目

的に、その時代の社会的関心を反映し、さらには名声や富を勝ち取るために音楽

を書いていたのである田)。オペラに関しでも同じことが言えるのではないだろう

か。ベネチアは17世紀オペラ誕生の地として知られているが、この人工島には、

かつて16軒ものオペラハウスが立ち並び、、あらゆる社会階級の人々が集ったと言

われている。聴衆は一様に歌い手に拍手し、談話やゴシップ、晩餐を楽しんだ日)。

また18世紀のロンドンはパプやコーヒーハウス、プレジャーガーデンなどで市民

に公開される「ライブJゃ「コンサートjで溢れていた。その活気の中で、ドイ

59) Johnson， M.， (1997)， 'Kabuki: A Brief History'， in Kabuki Master (http://www.fix. 
conjplkabuki/abou凶ustory/overview.htITU)

60) Heller， CraigA.， (1994)， FromMetα1 toMoz，αrt: TheRockαηd Roll Guide to Clαssト
cα1 Music， San Francisco: Chronicle Books 

61) F回 egan，R.， (1997)，‘Music， Performance and EnactInent'泊Mackay，H.巴d.，(1997)， 
Consumptionα.ndEverydαy Life， The Open University， London: Sage 

62) 板倉克子(訳) (1997)メタルからモーツアルトへ:ロック魂で聴くクラシック
東亜音楽社 8-9頁

63) 200CD古楽への招待編纂委員会(編)(1996) 2∞CD古楽への招待 クラシック
音楽の探究 200音楽書シリーズ 立風書房 169頁
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ツ生まれのヘンデル(1685-1759) はロンドンの音楽界を独占する人気があった

という倒。従って、ロンドンのミュージツクシーンを支持していたのはまさに一

般市民であった。

.相撲……最後に日本の大相撲について述べてみたい。相撲は閉鎖的、伝統的、

そして神聖な国技であるといわれるが、その起源については神話として語られて

いる。『古書記Jによれば、天照大神は出雲国を支配していた大国主命に、出雲

の国を譲るよう使者を遣わしたといわれている。 そこで、大国主命の子の建御

名方神は、使者の建御雷神に対し、力くらべによって事を解決しようとしたので

ある。 そこで二人の神は、出雲国伊那佐の小兵で相撲を取り、建御雷神が勝っ

たことにより、平和的に解決した、というものである刷。ニの神話は、重要なこ

とを決めるにあたり、相撲を取ることによって神の意志がどちらにあるかを 知

ろうとしたこと、つまり相撲の起こりは神事にあり、神占と深い関係があったこ

とを物語っている刷。確かに、古代の相撲は神格化された文化であるといえるの

ではあるが、現在の相撲とは余りにも形態が異なっている。

Tableroは、現在の相撲の起源は大衆文化であったと述べている。かつて相撲

も鎌倉時代 (1192~1333) の都市で生活する低層階級民のためのエンターテイメ

ントのー形態であり、現在に至っては『政治的かつ文化的ナショナリズム』の象

徹である、と報告している問。 Tableroの言う「文化的ナショナリズムJとは、

明らかに伝統的文化の神聖さを打ち出す文化帝国主義を意味している。彼は相撲

に見られる伝統は「意図的に作り上げられたもの」であり相撲のカルチャライ

ゼーションの過程において幾つかの真実が、伝統性を明確化する目的の元に故意

に割愛され忘れ去られてきた、と論じている。伝統は神道における豊作を願う宗

教的な儀式と結び、付けられたのである。また吊り屋根も歴史は浅く、昭和 6年

(1931年)以降であり、「皇室との決定的な提携を模索し、伊勢神宮の屋根を模倣

64) Ibid.198頁

65) 日本相撲協会ホームページより引用。 http://www.sumo.or.jp/museum/culture紬 ー

tory/rekishi_l.htr凶
66) 
67) 

ibid. 

Tablero， F.J. (1986)，‘社会的構築物としての相撲一報思古式大相撲の事例を巡って
一.(http://www瓜chibun.ac.jp/textlfn86.ht凶)
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するJものに作り変えられていった日)。このように相撲にまつわる数々の行事を

儀式化することにより、神道界のエリートたちは実質的に相撲を大衆から略奪し

ていった。伝統性を保持していくために相撲を神聖化していった経緯をみれば、

このプロセスは相撲の非大衆化 (de-massification) であり、神秘化 (mystifica-

tion)であったと言って過言ではない。伝統的文化は女性を従属的な地位に固定

してきたと Tunstallが述べているように刷、相撲の持つ内省的排他主義もまた文

化の非大衆化の例外ではなかったのである。

現在、伝統的国民丈化といわれハイ・カルチャーとして尊重されている歌舞伎、

古典芸能、古典芸術や音楽、さらには相撲といったスポーツなども様々な文化形

態も歴史的コンテクストに照合すヲれば起源は大衆文化(ポピュラー-カル

チャー)であった。この点からハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの境

界線は不可視性が高いと結論できる。事実、 FredricJamesonはPostmodern側

αnd Consumer Societyの中で、高級モダニズムに対する反発やハイ・カル

チャーとポピュラー・カルチャーの境界線の消失という現代社会の傾向について

述べている問。それではなぜ伝統文化形態が現在ポピュラー・カルチャーと区別

され一少なくとも言語的にはーハイ・カルチャーとして存続しているのであろう

か。

VI ハイ・カルチャーの庇護者たち

支配者層、権力者たちの経済的・政治的な欲求に応えることが出来ていなけれ

ば今日ハイ・カルチャーがハイ・カルチャーとして存続できていたかどうかは非

常に疑問である O 即ち、大衆文化形態の幾つかは、当時の貴族階級、君主、富豪

によって利用されたのである。彼らは自分たちの支配的・経済的な意図のために

芸術家、音楽家の庇護者となった。つまり支配者階級・上層階級によるポピュ

ラー・カルチャーの「領有J(appropriation) である O

68) ibid 
69) Tunstall， J.， (即凡 TheMe仰 A仰 Americαη，いndon:Constable and Co 
70) Jameson， F. (1997)‘Postmodemism and Consumer Society' in The Cultu叫 Turn:

Selected Writinqs 0η the Postmodern， W W Norton & Co Inc吉見俊哉 (2003)カ

ルチユラル・ターン、文化の政治学へ 人文書院 p.15 より引用。

944 

中本進一・ハイ・カルチャー/ホ。ピュラー・カルチャーにおけるヘゲモニーの転換と領有に関する一考察 (123) 

・シェイクスピア作品……舞台芸術という文化ジャンルは今昔運営に多額の出費

を要するカテゴリーである。劇場、劇団(俳優・女優・演出関係者を含む)と実

際の作品出展業務、広報活動等を財政面で支えていくためには一定以上の観客の

動員数は勿論のこと資金提供者となるものや擁護者 (patron) の存在が必要であ

るO この舞台芸術産業に関して言うと、劇団の存続には、財政面での安定が大前

提となる O この意味で比較的個人での創作活動の多い詩人や小説家のような文学

界とは大きく異なる川。シェイクスピアにとって高級丈化への道は英国王室と近

づいたときから始まったようである O 彼は地域社会に堅実な基盤を築いていた。

またエリザベス 1世も舞台芸術を好んでいたと言われている。そのことを知った

シェイクスピアは紋章を申請・受諾し自己の地位を「紳士の称号jへと引き上げ

ることに成功したのである。そして投資で得た利益を元にグローブ座の筆頭株主

になった72)。彼のハイ・カルチャーへの道程はシェイクスピア・カンパニーが

ジェームス l世から officialとして任命され彼の会社名がKing'sCompanyとなっ

たことで完結する7九舞台芸術が王室政治の道具として利用されていたことは注

目すべき事実であろう。また英国王室のうち何人かはステージに立ったとさえ言

われている。アン女王も時にはステージに立っており、王室用の座席は透視図法

でいう最も理想的な場所に設置されていたことなどから、君主の権力を象徴して

いると考えられる問。

ところで、シェイクスピアの名声へのアプローチは全くの幸運であったか、も

しくは彼のま交猪さによるものであるという、両方の解釈が存在する。既に述べて

きたように彼が文化産業 (culturalindustry) のプロテーューサーであり、実業家

であったことは紛れもない事実である。しかし一方では彼の持っていた、人間の

内面性を見通すことの出来る才能が階級の垣根を越えて広く一般に受け入れられ

71) 上野美子『演劇の黄金時代は、シェイクスピアを生み、民衆と宮廷は熱狂した』世
界の文学:創刊号、朝日新聞社(編)1999年7月18日号<2-007頁〉

72) Cummings， M.， (2003)， 'Bibliography of Shakespeare' May 2003・http://sites.microー

出1k.net!zekscrab/biography.htmi
73) Ibid 
74) 上野美子『演劇の黄金時代は、シェイクスピアを生み、民衆と宮廷は熱狂した』世

界の文学:創刊号、朝日新聞社(編)1999年7月18日号<2-028頁〉
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たことが、当時のシェイクスピアと並び今日のシェイクスピアを作り出したので

あると推測できる。いずれにせよ彼が文化産業においてビジネスマンと芸術作家

の二役をこなし消費文化に焦点を当てたことに変わりはない。

.歌舞伎……日本の歌舞伎もまた似かよった過程を経て今日の姿となりえた。

1853年(嘉永6年) 7月8日マシュー .c・ペリー提督率いる艦隊が浦賀沖に来

航した。いわゆる黒船の襲来である。この時の衝撃以来、新政府は1868年(明治

元年)、「五箇条の御誓文」を公布して新政の基本精神を明らかにし、近代国家の

確立へと突き進んでいったのであるが、西洋への開化により変動する日本におい

て歌舞伎は存続の危機を迎えていた。そんな中、第 9代市川団十郎は歌舞伎の社

会的評価を上げることに努力したと言われている75) そして明治天皇の前で上演

を命じられて歌舞伎は高級舞台芸能と認められるようになった。明治以前は封建

制度の中で社会的には低い地位にあった商人たちから財政支援を得ることが出来

たことも大きく影響した。これらの商人にとって、歌舞伎は自分たちの社会的立

場においては自分たちの感情を表現してくれる芸術的手法としての重要性があっ

たと考えられる O 事実、歌舞伎が採り上げている基本的テーマとして人間として

の尊厳と封建制度の聞の葛藤などが多く取り上げられている7ヘ従って商人によ

る強力な財政支援と上流階級への働きかけなしに歌舞伎が伝統的な丈化形態とし

て存続していくことは出来なかったであろう。

.オペラ……次にイタリアのオペラについて述べてみたい。 17世紀、海外取引な

どで成功を収めたベネチアの商人たちがオペラ芸術を庇護していった。この頃の

ビジネスは好調で、印刷技術の発明、特に楽譜印刷の発達がオペラの将来に大き

な影響を与えたと言われるmo また、モーツアルトのオペラ作品は、彼の時代の

貴族たちのリクエストから生まれたものが多い。例えば、彼の作品のひとつ「ク

75) Johnson， M.， (1996)，‘Kabuki: A Brief History'， in Kabuki Mast巴r(http://www.fIx.co.jp 
Ikabuk山boutlhistoηT/overview.庁ltITU)

76) Kabuki: Traditional Theatrical Arts (http://inic.utexas巴du/asnic/countriesなapan/ka-
buki.htITU)資料提供は TheIntemational Society for Educational Infonnation， Inc財

団法人・国際教育情報センター
77) 200CD古楽への招待編纂委員会(編) (1996) 200C1J古楽への招待 クラシック

音楽の探究 200音楽書シリーズ 立風書房 169頁
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レタ王イドメネオJ(Idomeneo) はミュンヘンの選帝侯であったカール・テオ

ドールが文化活動を奨励し、ドイツにおける文化会般の中心地を作り上げていた

頃の作品である制。さらに、「後宮よりの逃走J(Die Entfuhrung aus dem Serail) 

もウィーン皇帝ジヨ)セフ 2世がゲルマン丈化の発展を促進したからこそ生まれ

た作品でもあった問。

同様に、上流社交界のエリートたちが持っていた舞踏会への情熱が交響楽団の

ための組曲制作へと導いていった。即ち、宮廷での「舞踏の優雅さ」は特権階級

の地位的な象徴であり、彼らの政治的・経済的な権力を顕示できる舞踏会が最高

潮時を迎えたのはフランス絶対主義の時代であった剖)。興味深いのは特権階級が

自分たちの舞踏会と民衆が楽しんでいた一般の踊りとを区別して考えていたこと

であろう。

・相撲……さらに付け加えると、皇室からの任命がなかったならば日本の相撲は

社会の最低層階級のためのエンターテイメントでしかあり得なかった。相撲は日

本の伝統行事でもある七夕祭りの日に天皇の前で、行われていたといわれる8九こ

の天皇の前で戦われる相撲のイベントは「相撲の節(すまいのせち)J と呼ばれ、

いわゆるエキジピション試合であった制。 20世紀になって初めて相撲が国技とし

て認められるようになった経緯を考えると、それ以前は歴代の天皇が神聖化され

た相撲を民衆への権力を示すーっの方策として採り入れてきたのである。この意

味で、一般大衆の娯楽であった相撲は、政治的な目的から一時的にではあるが、

没収されたとも言える。言い換えれば支配者階級による「領有」が行われたので

ある。

しかしながら、文化的遺産の庇護者としての支配者階級が、今日ではその社会

的階級聞の差異の消滅により、庇護者の立場を放棄したのではないだろうか。か

つての文化(現在のハイ・カルチャー)は文化的エリート、つまり貴族階級など

78) 石井 宏他(編) (1991)モーツアルト名曲名盤101、音楽之友社 176頁
79) lbid. 178頁

80) 200CD古楽への招待編纂委員会(編) (1996) 200C1J古楽への招待 クラシック
音楽の探究 200音楽書シリーズ 立風書房 194頁

81)長谷川明 (2002)相撲の誕生青弓社 28-29頁
82) 山田 知 子 (1996)相撲の民俗史東京書籍 50頁
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の安定性に依存していたが、いまや彼らはポピュラー・カルチャーを賛美する側

になった制。

四 ハイ・カルチャーの大衆化

一般大衆が全ての文化カテゴリーへ着手し、進出している現代社会においては、

文化的ジャンルにおける相違はもはやメルクマー jレ、即ち「ハイjと「ポピュ

ラー」または「真正のjと「大衆の」区分わけを果たす指標としての役割を呆た

していない。例えば、 Crossは大量生産・大量消費という社会的現象はハイ・カ

ルチャーとポピュラー・カルチャーの格差を縮小してきたと論じている出)。

加えてグローパリゼ、ーシヨンとともにハイ・カルチャー形態の大衆化(または

一般化)が進んでいる。オペラを例に挙げても、その本来の姿を変えつつグロー

パルに躍進しているという事実がある。

.舞台芸術……19世紀パリで誕生したオペレツタと呼ばれる軽歌劇はロンドンの

ミュージカルを生んでいる。しかもこのロンドンのミュージカル自体も合衆国の

ニューヨーク・ブロードウェイミュージカルの土台となった田)。しかも 1903年に

初めてオペラが日本で上演されて以来、日本国民の間でもオペラは人気を集めて

いる酎)。最後に、舞台芸術界においても国際交流が盛んに行われている。歌舞伎

俳優である松本幸四郎は、「ロミオとジユリエツトJ1ハムレツトJ1リア王J1オ

セロ」そして「マクベス」といったシェイクスピア作品を演じている開。事実、

歌舞伎俳優たちは1920年代からシェイクスピア作品を演じているのである o 1991 

年にロンドンで行われた JapanFestivalでは、幸四郎の息子である染五郎が「ハ

ムレツト」の歌舞伎版を演じ、実際にハムレツトとオフエリアの両役柄を一人で

演じ観客の大喝采を浴びたといわれている朗)。文化におけるグローパリゼーシヨ

83) 村井忠政 (1982)アメリカ大衆社会論研究杉山書庖 77頁
84) Cross， G.， (1993)， Time側 dMoney.' The Mak間 9ofCoηsumer Culture， London: 

Routledge，p.59 
85) 音楽之友杜(編)(1995)クラシック名曲ガイド第7巻:歌劇 19頁
86) 三枝成彰 (1993)三枝成彰のオペラの楽しみ方講談社 11頁
87) 世界の文学 1999年7月18日 朝日新聞社 19頁
88) めid
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ンが近年になって非常に盛んになったというひとつの例ではないだろうか。

歌舞伎界ではさらに変革がおきているーいわゆる1986年のスーパー歌舞伎の登

場である。市川猿之助がその創始者といわれているが、何より従来の歌舞伎との

違いは、エンターテイメント性であろう O 過去の作品の中でも、『新竹取物語~

カグヤ』では、月に着陸したアポロ11号の宇宙飛行士たちの映像からはじまり、

幕が上がると同時に千年前の月の都へと変化する演出が施されている。また

『新・三国志Jでは関羽役の猿之助が劉備役の笑也を抱きかかえての宙乗りがラ

スト・シーンに設定されている O 舞台の作りや衣装なども従来の歌舞伎に比べ色

彩も豊かなものになっており、より多くの大衆が楽しめるものとなっている。

.クラシック音楽……映画「プラトーンJ(1986) 1ジョーズJ(1975) 12001年宇

宙の旅J(1968)などのハリウッド作品の中で、クラシック音楽が使用されたこ

とも興味深い阻)。さらに、ディズニー映画「ファンタジアJ(1940)では、バッ

ハの『トッカータとフーガ』、チャイコフスキーの『くるみ割り人形』、デユカス

の『魔法使いの弟子』、ストラビンスキーの『春の祭典』、ベートーベンの『交響

曲/田園』、ポンキエルリの『時の踊り j、ムソルグスキーの『はげ山の一夜』、

シューベルトの『アベ・マリアJなどが組み込まれ、ミッキーマウスも指揮者と

して登場している O また我々もよく知るように、年末になるとベートーベン第九

が一般大衆によって歌われるという文化現象も起きている。この交響曲第九を聞

くことによって年の暮れを連想する日本人も多いのではないだろうか。つまり現

代社会の文化はハイ・カルチャーの大衆化により特徴づけられているという一面

を持っている。

.相撲……さらには、相撲の巡業は園内の地方巡業にとどまらず、世界規模に

なってきていることが挙げられる。日本相撲協会は相撲を文化交流事業の一環と

して位置づけを行い、これまでにも合衆国、ロシア、中国、オーストリアなどで

ショート・トーナメント試合を開催してきた則。またイベントとしての海外巡業

もカナダのパンクーパーやオーストラリアのシドニーなどでも行われている O 協

89) 板倉克子(訳) (1996)メタルからモーツアルトへ ロック魂で聴くクラシック/
クレイグ・ヘラー/著 東亜音楽社 1O~11頁

90) The Weekly Post， March 1996， (http://www.weeklypost.com!960304/960304c.htm) 
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会が相撲を神格化し、文化としての確立を模索する半面、コマーシヤル・スポー

ツとしてグローパル化し、市場を拡大しようとしている意図は明らかである。相

撲は歴史の中で、ハイ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの両方のレッテル

を幾度か貼り換えてきた伝統文化の一形態である。

勿論、こういった背景には、情報のグローパル化という要因を無視することは

出来ない。ソ連(現ロシア)との冷戦構造の中で、長い間米国の箪事・学術研究

者の間だけで用いられていたコンピューター・ネットワークだったものが、 1980

年代後半に入りインターネット利用の一般化が許可された。川崎によると、「二

十一世紀初頭においては、 EU諸国、アジア諸国(シンガポール、台湾、日本、

韓国等)、アメリカ等においてその利用率が高くなっているjことに加え、携帯

電話がインターネット・ウエブブラウジングなどの多機能を備えたことによる情

報のグローパル化、さらにそれに伴うネットワーク上での集団形成などが現代社

会を特徴付けている則。ロック・コンサートなどに並び、歌舞伎やオペラのチ

ケット予約などもインターネットで可能な現在、文化的ジャンルや形態を間わず、

大衆化しているといって過言ではない。

珊結語

ノ、ィ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの境界は、高度消費化、高度工業

化、そしてグローパル化が進む現代社会において必然的に不確かなもの、暖昧な

ものとなってきた。特に1920年以降に到来した大量生産一消費時代において大都

市圏に生活基盤を置く一部の富裕層やアカデミズムが支えた作家や作者の立場や

生活は、非常に気まぐれな一般市民の購買力に支えられるという不安なものと

なった。当時を生きたドイツの批評家WalterBenjaminはこの現象を「アウラの

消失J盟)という言葉で語っている。特に写真と映画に始まる科学技術による客観

的複製手段が直接表現と認知されたとき、芸術の意味に変化が生じたといえるの

である。芸術は崇拝的対象ではなくなり、共有され公開されるべきものとなった

91) 川崎賢一 (2∞2)r情報のグローパル化と国民文化・サプ・カルチャーJ小倉
充夫・梶田 孝道(編)国際社会 5 グローパル化と社会変動 東京大学出版

65頁-67頁
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のである。これまでの芸術作品と美的概念の「輝かしさ」が、特権制度的保護に

支えられたものであったのだが、 20世紀芸術は、美的概念を裏づけし支援する以

前のシステムを失ったのである。いや、むしろこの根拠の不安こそが美的概念へ

の聞い直しを促す決定的な理由になりえたということが出来るかもしれない。現

代アート界でも変革が起こった-Andy Warholの登場である。作品の製作に大量

生産技術をふんだんに導入した Warholは独自のボカシ分配描写法を用い、ハ

イ・カルチャーとポピュラー・カルチャーの伝統的境界線を消した田}と言われて

いる。初めてアートがメディアとなりえた瞬間であったといえるのではないだ、ろ

うか。

また日ske剖)が述べているように、ハイ・カルチャーとポピュラー・カル

チャーの関係は相E依存的である。つまり、ハイ・カルチャーの文化形態が支配

階層の経済的・政治的な興味を満たし、被支配階層とのつながりを重要視する限

りにおいてポピュラー・カルチャーとして存続可能なのである。ハイ・カル

チャーの衰退とサブ・カルチャーの隆盛の問には、伝統的文化のあり方を転換し

ようとする社会的動向によるところが大きい。また一方でグローパル化が進み情

92) http://www.jdaa.gr.jp/hakusho/word_aa比mlドイツの批評家ヴァルター・ベンヤミ
ン (WalterBenjarnin 1892-1940)が定義した、芸術作品の持つ一回性、それに基
づく占有と礼拝の対象としての権威をいう。 1920年代、写真と映画にはじまる科学
技術による客観的複製手段が直接表現と認知されたとき、芸術の意味に変化が生じ、
ベンヤミンは「アウラの消失」と指摘。芸術は共有・公開されるべきものと語り
「新しい芸術表現の目的と方法Jとして提示された。デジタルアーカイブの現代的
意義を先取りする理念である。

93) Indepth Arts N巴ws:"Andy Warhol Retrospective" 2002-05-25 until2002-08-08Mル
seumofContemporaryArt， LA LosAngeles， CA， USA原文は次の通り。
'Employ仰，grrωss-productiontechniques tοcreαteωoγks，W.αrhol er，αsed tradi-
tωηα1 distincti仰u; betω6併~j加eαrt α旬d populαγ culture， subtly blurring the 
boundαries ofmassαrtαnd high cultureωith his strikingα:ppγopnαtions. His 
choice of subjects t，αpp倒的toimpo付αηtthemes: poωer，farrw，仰 dtragedy. Wi仇
αnuηerriη，geyefoγiconic imα，ges， jヤmηcommonobjects to celebritiesαηddisω-
ters， W.αrhol producedαlast初。 oeuvrethαt captured the esseηce of A押wricαη
culture. His choice of subjectsω:pped伽 toimportant therrws: pow同 j伽 W，αηd
tγα，gedy. With an u叩門"ingeyefoγico叩 cimages，j愉 ηcommonobjects to celeb件
tiesαηddisαsteγ.s， Wαrhol produced αtαst的goeuvre t.加 tcaptured the essence of 
A押wricαncultuγ'e'http://www.absolutearts.comla此snews/2002/05/24/29950.htITUか

らの引用。
94) Fiske， J.， (1989)， Readi旬 thePopulαr， London: Routledge， pp. 1-2 
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報がメディアを通して流通する中、勃興するサブ・カルチャー的な大量生産物に

ハイ・カルチャーの神聖性が失われつつあることも事実である O こうした歴史的

な流れの中でハイ・カルチャーはその一面性や特権性、抑圧性への批判を引き受

けて新しい「あり方」を模索してきた。例えば、クラシック音楽などはグローパ

ル化に沿いつつ、さらには映画のような、メディアであり且つポピュラー・カル

チャ一文化形態の中に組み込まれていった。確かに、現在の資本主義経済におい

ての大量生産・大量消費は本質的に市場を外へ外へと拡大している O またハイ・

カルチャーの形態が常時その形態のまま存続されるのではなく、時代、場所、そ

してそれに関わってくる人々によって属する範曙を変化させてきたことも事実で

ある。相撲や歌舞伎などの伝統的国民丈化形態は、現在まだ伝統的文化としてハ

イ・カルチャーの範障にあるといえるが、相撲の海外巡業や歌舞伎のシェイクス

ピアパージョン、そしてスーパー歌舞伎などを見る限り、少なくともイギリスな

ど海外ではポピュラー・カルチャーとして認識されているのも事実である。換言

すれば、ハイ・カルチャーの文化形態の存続は21世紀のグローパル化の中で、主

役として存在する情報ネットワーク上の大衆に依存していくであろうことは疑う

余地もないであろう。
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